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絶縁材料に対する放電加⼯技術
加⼯できないと考えられてきた素材に対する加⼯技術
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『機能性セラミックス』などに代表
される次世代材料は、⾼硬度、耐熱性、
耐腐⾷性など様々な特徴を持っていま
す。しかしながら、それらの特徴があ
るがゆえに、複雑な形に加⼯すること
が困難となります。
⼀⽅、放電加⼯法は⾼硬度材に対し

ても容易に加⼯できるため、多くの難
加⼯材料に対する加⼯⽅法として使⽤
されています。
そのため、機能性セラミックスに対

する加⼯法として放電加⼯法が適⽤で
きれば良いのですが、機能性セラミッ
クスの多くは絶縁性であるため、通常
は放電加⼯を適⽤することができませ
ん。
本研究では、このような材料に対す

る放電加⼯を可能とする『補助電極
法』を適⽤することで、これまでに加
⼯対象とはならなかったような絶縁性
の材料に対する放電加⼯を試みていま
す。

・各種機能性セラミックやダイヤモンドなどに対する形状加⼯が可能

【補助電極法の概要】

【加⼯サンプル（材質：窒化珪素）】


